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＜連絡事項＞

・野沢Ｄｒが市民ＨＰに検査入院のため、11/24（木）までお休みするとの事です。周知お願いします。

・11/23（水）～25（金）佐々木AOMが不在となります。相談や提出物があれば早めに行って下さい。

・看護協会に入会したいスタッフは、南病棟の小向SGMまでお願いします。パンフレットを渡すとの事です。

・水中毒の勉強会担当者は早急に資料を作成し、上口SGMまで提出の方をお願いします

・鍵の取り扱いに関して、十分注意するようお願いします。特に鍵箱から借用する場合は借用板にサインをし、所持している証拠を残して下さい。

・12/9（金）16:30～　東北福祉看護学校（東北唯一の通信制）より学校説明が来られます。

　年数が満たない場合でも説明を希望される方は松橋SGMまでお願いします。

・本日の『ＥＣＴの取り扱いについて』の研修ですが、昇格試験とかぶらない場合は出来るだけ参加するようにしましょう。

・飯豊信雄様転棟に伴い、1床空床となりベットコントロール調整中です。

・豆まき担当より～診察についたスタッフは、各主治医へカロリー制限のある方の豆の摂取についてご確認お願いします。1人当たり落花生は約80kcal、スナック菓子は約60kcalとなっています（患者様の嚥下状態に合わせてどちらかになります）制限のある患者様の一覧表を冷蔵庫に貼っていますのでご確認お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・小笠原　禮子様～サーカネッテン（痔疾用剤）　6T 3×ndE　定期薬へ追加となっています。

　　　　　　　　　痔の状態を確認し、必要であれば予測指示で対応していきましょう。

・坂本　秀男様～昨日プログラム中に転倒し、左手第4指・第5指及び、同指間に3㎜から1cmの切り傷4箇所を負っています。本日、主治医へ受傷経過及び処置後の経過について情報提供し、アスモロール100g処方となっています。検査については患部が悪化するようであれば検査を検討するとのことです。患部の観察と、日課・プログラム時の様子を観察・確認していきましょう。

・菊地　明子様～父様より衣類代として10万円医事に入金がありましたが、本人より3万円引き出したいと希望あり、今週の金曜日に払い出す予定となっています。

　　　　　　　　本人はキャッシュカードを作ろうか迷っており、キャッシュカードを作成した場合に仙台の住所へ郵送されてしまう事を気にされている事（病院へは直接郵送出来ない）や手続きに関しての不安も話されています。手続きに関しては三浦SWが付き添えるとの事ですので、説明していく予定です。

精神症状が変化する可能性もありますので、日課・プログラムの取り組み状況を観察・確認し、現在の状態を言語化出来るよう関わっていきましょう。

＜田名部Dr診察状況＞

・菊地　明子様～金銭に関する対応について主治医へ情報提供しています。診察ではイライラ感

　　　　　　　　や動悸、「ちょっとしたことでパニックに･･･。」と話しており、孤独感も訴えて

　　　　　　　　います。金銭に関する事についても「色々な事があって･･･。」と話しています。

　　　　　　　　主治医より、スタッフと共に行っていくので心的負荷を感じないよう説明を

受けています。

・倉橋　生子様～出血が少しずつ出ていると話し、「気になる。」と話しています。主治医より

　　　　　　　　経過観察し、出血が長期間続くようであれば再度受診を検討する旨説明を受け

　　　　　　　　了解示しています。

・林　田鶴子様～日課・プログラムに支障はないが、異常体験に左右された発言が聞かれている

　　　　　　　　旨情報提供しています。診察でも他の男性患者様（木村義重様）の名前を挙げ、

　　　　　　　　「膣に入ってくる。」と話しています。今週末の外泊訓練にて家で何を行うか

　　　　　　　　決めるよう主治医より説明を受けています。本人「皿洗いでもしようかな。」

　　　　　　　と話しています。

＜事故報告＞

11/21（月）に発生した事故についての振り返りミーティングを行っています。

坂本　秀男様（63歳）体育館での転倒

・発生事故内容　坂本秀男様がボールを打ち返して走った際、足がもつれて転倒、備え付けの暖房機へぶつかる。本人「大丈夫。」と話すが、左手を押さえている。左第4・第5指及び同指間に約3mm～1cmの裂傷計4箇所確認。前額部は腫脹・発赤は認められず。本人左手の疼痛のみ訴えており、頭痛や嘔気等の訴えは聞かれない。他、右膝に擦過傷認められる。左手の可動に支障はなく、腫脹・発赤は認められない。意識清明。
・原因分析　　・リハビリテーションプログラムのプレミーティングで情報交換を行っていたが、注目患者様として上がっていなかった。（症状・日課・プログラムの取り組み状況に変化が認められない為。）

・リハビリテーションプログラムの内容から、患者様同士のトラブルや事故が発生する可能性が高いため、患者様に注意を促した上で実施していたが、目が行き届かなかった。

　　・検討内容　　・プレミーティングでは症状変化だけではなく、転倒等のリスクの高い患者様についても情報共有する。

・プログラム内容によっては担当スタッフを増やして見守りを強化する。

・参加する患者様には事故に至らないよう周知を徹底する。

・リハビリテーションプログラム全体の実施内容の検討を依頼する。

